予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：警察費　項：警察活動費　目：交通指導取締費　　　
	事業名: 交通安全対策費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　警察本部　交通部　交通企画課　電話番号：058-271-2424（内 5021）

　　　　　　　E-mail：c18890@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：9,886千円（前年度予算額：10,022千円）
	要求内容


	１　要求の内容


　県下の交通事故を防止するため、高齢者等に対する交通安全教育を実施する。
（１）高齢者対策 
　　　・　高齢運転者実技講習（シルバー・ドライビング・スクール）

·  高齢交通弱者実技講習（シルバー・セーフティ・スクール）
·  高齢者交通安全大学校の開催（県下25箇所）

·  高齢者家庭訪問指導　他

　（２）一般対策

　　　・　地域交通安全活動推進委員による活動

·  交通安全教育班による活動
	２　所要経費


（1） 高齢者対策費     　7,956千円
（2） 一般対策費         1,930千円
	２月１日時点の査定額の考え方


高齢者交通安全大学校の開催経費の増額要求分については、計上を見送ります。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	10,022
	3,896
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,126

	要求額
	9,886
	3,416
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,470

	２月1日時点
査定額
	9,802
	3,416
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,386

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　第9次岐阜県交通安全計画（平成23年スタート）に基づき、平成27年までに交通事故死者数を100人以下、死傷者数を13,000人以下とする。　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	交通事故死者数

	133人
（H22）
	（H  ）
	（H  ）
	102人
（H23）
	100人

（H27）
	98.0％


	交通事故死傷者数
	15,890人
（H22）
	（H　）
	（H　）
	14,322人（H23）
	13,000人

（H27）
	90.8％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）高齢者対策 

　　　・　高齢運転者実技講習（実施予定者1,300人）
·  高齢交通弱者実技講習（実施予定者800人）
·  高齢者交通安全大学校の開催（県下22箇所で開校）

·  高齢者家庭訪問指導（10月末現在 68,735人実施）
　（２）一般対策

　　　・　地域交通安全活動推進委員による活動（300人委嘱）
·  交通安全教育班による活動（10月末現在 104回 5,241人実施）



（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　10月末現在の人身交通事故の状況は、発生件数8,369件（昨年同期比△466件）、負傷者数11,098人（同△657人）と何れも前年を下回っている。しかし、死者数は99人（昨年同期比＋20人）と前年を大きく上回り、そのうち、高齢者が全体の7割(68人)を占めている。　

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	安心して暮らせるふるさと岐阜県づくりのため、交通事故防止の事業は最重要の施策であり、事業の必要性は極めて高い。特に、死亡事故の大半を占める高齢者の対策は、死亡事故抑止の喫緊の課題である。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

△

	　第9次岐阜県交通安全計画において、全死傷者数は減少し事業効果はあがっているものの、死者数は前年に比べて逆に増加しており、特に高齢者の死者数の増加が著しい。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	限られた予算の中で工夫して事業を実施し、交通事故の減少に効果をあげている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
交通事故件数や負傷者数が減少する中、高齢者の死亡事故が増加し、これがそのまま死者数の増加につながっている。また、急速に進む高齢化社会の中において、全死亡事故に占める高齢者の比率は高止まりの状況が続いている。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
第9次岐阜県交通安全計画の数値目標の達成に向け、参加・体験型の交通安全教育などの高齢者対策を中心として、引き続き各種施策を強力に推進する。



